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1 はじめに
パブリッククラウドコンピューティングのサービスの
一つである仮想コンピューティング環境ではオートス
ケーリング機能が提供されている.AWSにおける先行研
究 [1]では, 急激なアクセス負荷に対応するため, SDK

を用いた高度なスケーリングポリシーを実装することで
問題に対応した.しかし, 高度なスケーリングポリシー
を実装するためには, どの仮想コンピューティング環境
が優れているのかが明確になっていない.本研究では先
行研究 [1]で AWSに実装された高度なスケーリングポ
リシーを Azureに実装し AWSと比較評価する.

2 システム構成
Azureに実装したシステムの構成を図 1に示す. ロー
ドバランサ経由で VMに負荷が掛けられ, CPU使用率
を監視していたMonitorによる警告でFunction Appが
呼び出される. Function Appが SDKでAPIを操作し,

Monitorからメトリック取得, 計算, VM Scale Setsに
対するスケーリングを実行する. スケールアウトの際に
起動するVMには dockerコンテナ上アプリを立ち上げ
る. これらは先行研究で AWSに実装されたものと同様
になった. しかし, Function Appにスケーリングポリ
シーを実装する際の言語, SDK, APIにはそれぞれ特徴
がみられた.

図 1 Azureの構成
3 評価
AWSとAzureにおけるスケーリングポリシー実装の
特徴を比較評価する. また, Apache Benchを用いて負
荷をかけ, スケーリングについて比較評価する. 負荷モ
デルとして，図 2に示す先行研究で用いられていたア
クセスデータを用いる.

図 2 アクセスデータ

(1) スケーリングポリシーの実装
スケーリングポリシーの実装では次のような特徴が

みられた. AWSと Azureで共通に SDKが準備されて
いる言語は Java, C#, Python, JavaScript, PowerShell,

Go, Rustが挙げられ, 加えてAWSではRubyを利用す
ることができる. しかし, AWSの SDKは正式版である
が, Azureはベータ版である. また, APIより仮想マシ
ン群の平均CPU使用率を取得した際のデータがAzure

では時系列であったが, AWSでは時系列ではないため時
系列でデータを利用したい場合, 利用者側がソートを行
う必要がある. データの構造は言語に依存するが, AWS

も Azureもジャグ配列のような構造になっている.

(2) 負荷テスト
また, 負荷実験結果を図 3に示す. AWSではアクセ

ス数に対応してスケーリングを行えているが, Azureで
は行えていない. そして負荷テスト時に Azureでは仮
想マシン上のアプリにアクセスできない時間がほとん
どであった. これはスケーリングポリシーのパラメータ
が AWSに適したものであったからと考える.

図 3 負荷テスト時の仮想マシン数の遷移

以上のことより, AWSと Azureには類似したサービ
スがあるため, SDKを使用した高度なスケーリングポ
リシーを同じシステム構成で実現できることが明確に
なった. しかし, AWSと Azureではそれぞれに適した
スケーリングポリシーを実装する必要があることが判
明した.

4 まとめ
本研究では，Azureに先行研究 [1]と同様の高度なス

ケーリングポリシーを実装し, AWSと Azureを比較評
価した.
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